
茶郷川治水協議会では、今後の茶郷川改修

に向けて知識や意識を高めるため、１１月２

２日に参加者３５名で三条市の一級河川「五

十嵐川（いからしがわ）」の視察研修を行い

ました。

訪問先の三条地域振興局で、地域整備部災

害復旧第１課より、五十嵐川の治水史や改修

事業の概要について説明を受けました。

五十嵐川では、最近１０年余りの間に、２

度（平成１６年７月、平成２３年７月）の豪

雨災害が発生しました。

平成16年7月豪雨では破堤氾濫が発生し、

下流市街地において災害復旧助成事業により

河道整備（３.９km）を実施しました。

復旧方針として、一山目の降雨による洪水

を安全に流下させることを目標として、河道

改修と笠掘ダムの嵩上げ、遊水地の整備によ

五十嵐川の治水史などの説明を受ける参加者
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河道整備（３.９km）を実施しました。

その整備事業が完了した年に今度は平成２

３年７月新潟・福島豪雨が発生しました。平

成２３年の豪雨では、平成１６年豪雨の約2

倍の雨量を観測し、特徴として降雨量の二山

波形が顕著であったとのことです。

７月２９日の一山目の洪水で既設の２つの

ダムの貯留容量が満杯となったため、７月３

０日の二山目の洪水で河道流量がピークに達

しました。改修済みの下流市街地では、堤防

の高さ近くまで水位が上昇するも越水は回避

されましたが、未改修の中流・上流部におい

て、越水や堤防決壊による浸水被害が発生し

ました。

を安全に流下させることを目標として、河道

改修と笠掘ダムの嵩上げ、遊水地の整備によ

る流域貯留を組み合わせ、下流市街地の水位

低下を図るとともに、信濃川本川への洪水の

流出を抑制するため現在も災害復旧工事が行

われています。

現在、五十嵐川の河道改修工事は総延長約

２６.７kmのうち、９０％以上が完了し、遊

水地整備、笠掘ダム嵩上げ工事、鹿熊川上流

部の橋梁工事が行われています。

施設見学では、事業概要を紹介している

「いからし悠水館」や施工中の「遊水地」及

び架替えが完了した「永田新橋」を訪れまし

た。

遊水地工事現場の見学いからし悠水館の見学



茶郷川環境整備協議会は、河川環境と景観の

維持向上を目的とした活動を通じて、茶郷川の

大切さを多くの皆さんに実感していただき、ま

た、住民同士の交流を深める機会づくりにも取

り組んでいます。

茶郷川環境整備協議会では、毎年1回、県

内外の同様の活動に取り組む団体を訪れ、視察

研修を行っています。

今年は、１１月９日と１０日に参加者７名で

長野県松本市で「穴田川」の環境整備に取り組

んでいる「穴田川をきれいにする会」の皆さん

と意見交換などを行いました。

意見交換を行う参加者
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穴田川をきれいにする会は、昭和４７年に

「河川沿いの急激な工業化に伴い汚染された穴

田川を自らの手で守り浄化する」との強い決意

のもと設立されました。

現在は、河川流域の１３町内会（5,545世

帯）と周辺の７１事業所で構成されています。

穴田川穴田川穴田川穴田川をきれいにするをきれいにするをきれいにするをきれいにする会会会会のののの活動活動活動活動
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穴田川現地視察の状況

帯）と周辺の７１事業所で構成されています。

活動の成果として、水草が揺れ、魚が群れ泳

ぐ川に甦ったとのことですが、今でも設立当時

の思いを持ち続け、河川環境の美化・浄化、ま

た流域町内や事業所の交流を図りながら、河川

清掃等の取り組みが行われています。

茶郷川環境整備協議会茶郷川環境整備協議会茶郷川環境整備協議会茶郷川環境整備協議会がががが「「「「アダプト・プログラムアダプト・プログラムアダプト・プログラムアダプト・プログラム」」」」助成団体助成団体助成団体助成団体にににに決定決定決定決定しましたしましたしましたしました

公益社団法人食品容器環境美化協会が行って

いる「アダプト・プログラム」の助成団体に茶

郷川環境整備協議会が選定されました。

応募１０９団体のうち選定された中から２９

の助成団体が１０万円の助成を受けられます。

この制度を活用し、今後も茶郷川の環境美化

に取り組んでいきます。

公益社団法人食品容器環境美化協会

ホームページアドレス

http://www.kankyobika.or.jp
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「アドプト・プログラム」は市民と行政が

協働で進める「まち美化プログラム」です。

アダプト（ADOPT）とは英語で「○○を

養子にする」の意味です。

一定区画の公共の場所を養子にみたて、市

民がわが子のように愛情をもって面倒をみて

（＝清掃美化を行い）、行政がこれを支援し

ます。

市民と行政が互いに役割分担を定め、両者

のパートナーシップのもとで美化を進めます。
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